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理
メ入
局、
均
展
開
の
の
I
l
l
1
1
「
『
図
司
I
U
・
E
ネ』
の
時
代
」
と
そ
の
終
罵
|
|
序
中
国
古
代
の
政
治
経
済
思
恕
に
お
け
る
均
的
理
念
に
つ
い
て
は
「
中
国
古
代
に
お
け
る
均
的
理
念
|
|
均
輸
平
準
と
『
周
礼
』
の
思
想
史
的
検
討
|
|
」
(
『
思
想
』
七
二
一
、
一
九
八
四
年
。
以
下
前
稿
A
)
で
考
察
し
、
『
周
礼
』
に
お
い
て
均
の
理
念
が
集
大
成
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
こ
の
均
の
理
念
と
司
周
礼
』
町
、
王
葬
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
は
「
均
の
理
念
の
展
開
|
|
王
奔
か
ら
邸
玄
へ
|
|
」
(
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
婆
』
四
三
、
一
九
八
五
年
予
定
。
以
下
前
稿
B
)
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
王
葬
代
、
『
周
札
』
が
経
の
位
世
に
高
め
ら
れ
、
『
周
礼
』
の
構
想
と
均
の
理
念
が
王
葬
の
政
策
全
般
に
大
き
な
彩
特
を
与
え
た
。
後
棋
は
土
中
治
陽
に
定
都
し
、
札
制
が
盤
備
さ
れ
た
明
帝
・
章
帝
代
、
人
人
は
「
太
平
」
を
讃
美
し
た
。
そ
の
中
で
班
回
は
司
剣
山
書
』
食
貨
志
上
に
お
い
て
彼
が
経
典
と
考
え
る
『
周
礼
』
『
司
馬
法
』
及
び
『
孟
山
田
勝
芳
子
』
等
に
よ
り
彼
独
自
の
理
恕
的
周
制
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
後
漢
中
後
期
、
太
平
を
ら
ざ
る
時
代
に
王
符
・
何
休
に
よ
っ
て
太
平
の
理
恕
が
説
か
れ
、
と
り
わ
け
何
休
め
衰
乱
↓
升
平
↓
太
平
と
い
う
説
は
重
要
で
あ
り
、
ま
た
道
教
経
典
『
太
平
経
』
も
編
纂
さ
れ
た
。
一
方
、
『
周
礼
』
は
他
の
古
文
学
同
様
学
官
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
『
周
礼
』
と
関
り
つ
つ
政
治
面
で
均
で
あ
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
後
漢
末
の
動
揺
の
中
で
、
鄭
玄
は
『
周
札
』
を
周
公
制
定
の
理
想
的
不
変
の
制
度
的
書
と
し
て
見
、
三
礼
注
を
誕
百
い
た
。
こ
の
よ
う
な
邸
玄
の
学
問
へ
の
徹
底
が
、
逆
に
、
淡
制
に
代
る
不
変
円
周
制
と
い
う
形
で
時
代
変
革
の
理
念
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
F吉
本
稿
は
こ
の
前
稿
B
の
後
を
う
け
て
、
宋
代
に
至
る
ま
で
の
均
の
理
念
と
『
周
札
』
の
展
附
い
乞
、
副
題
の
如
き
問
題
町
立
て
方
を
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
論
の
必
要
上
、
歴
代
内
政
治
経
済
制
度
全
般
に
関
る
議
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
例
え
ば
均
田
制
等
膨
大
な
研
究
史
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
一
々
先
行
研
究
を
挙
-2ー
げ
る
余
裕
は
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
ら
に
対
す
る
私
的
コ
メ
ン
ト
も
あ
く
ま
で
も
均
的
理
念
と
『
周
札
』
に
関
る
側
面
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
初
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
と
は
何
か
、
と
い
う
所
か
ら
始
め
る
。
中
図
的
政
治
制
度
に
対
す
る
『
周
礼
』
の
影
響
を
説
い
て
や
ま
な
い
曾
我
部
静
雄
氏
は
、
例
え
ば
律
令
に
つ
い
て
晋
以
後
円
律
令
は
「
儒
教
の
法
典
的
経
書
で
あ
る
周
礼
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
丸
山
叱
。
し
か
し
『
周
礼
』
の
官
制
そ
の
も
の
を
採
用
し
た
の
は
西
貌
・
北
周
の
み
に
と
ど
丸
問
、
官
制
を
中
心
と
し
た
『
周
礼
』
の
構
恕
全
般
を
採
用
し
た
時
代
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
れ
ば
ご
く
短
期
間
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
新
法
旧
法
の
党
争
の
時
代
を
生
き
た
北
宋
の
思
想
家
)
程
願
(
伊
川
)
は
、
回均的理念の展開(山
必
井
目
、
必
封
建
、
必
肉
刑
、
非
聖
人
之
道
也
。
善
治
者
、
放
井
田
而
行
之
、
而
民
不
病
、
放
封
建
市
使
之
、
而
民
不
勢
、
放
肉
刑
而
用
之
、
而
民
不
怨
。
故
普
事
者
得
聖
人
之
意
、
而
不
取
其
謹
也
。
謹
也
者
、
聖
人
因
一
時
之
利
而
制
之
也
。
(
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
五
)
と
、
『
周
礼
』
の
根
本
精
神
で
も
あ
る
井
田
・
封
建
・
肉
刑
等
そ
の
も
の
の
実
現
で
は
な
く
、
諸
制
度
を
作
成
し
た
聖
人
の
意
を
汲
み
取
1
り
、
諸
制
度
に
倣
っ
て
実
施
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
北
宋
以
降
『
周
目
礼
』
の
地
位
は
動
揺
す
ぶ
》
が
、
そ
の
窓
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
『
周
礼
』
は
清
朝
ま
で
影
響
を
及
ぽ
し
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
止
う
な
差
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
私
が
考
え
る
「
『
周
礼
』
町
時
代
」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
『
周
礼
』
が
儒
教
の
経
典
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
た
と
え
細
部
に
疑
問
が
あ
っ
て
も
、
周
公
制
定
的
理
想
的
周
制
の
書
で
あ
る
と
絶
対
的
に
信
奉
さ
れ
、
国
制
全
般
に
わ
た
っ
て
依
拠
す
べ
き
も
の
と
し
て
絶
え
ず
意
識
さ
れ
て
い
た
時
代
、
そ
し
て
『
周
礼
』
の
官
制
や
構
想
そ
の
も
の
を
、
で
き
る
こ
と
な
ら
そ
の
ま
ま
の
形
、
或
い
は
で
き
る
だ
け
そ
れ
に
近
い
形
で
実
現
し
よ
う
と
し
、
ま
た
あ
る
程
度
実
現
し
た
時
代
、
つ
ま
り
聖
人
的
意
を
汲
み
取
る
の
み
な
ら
ず
、
「
そ
の
迩
」
た
る
井
田
等
を
「
必
ず
せ
ん
」
と
し
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
3ー
従
っ
て
『
周
礼
』
の
構
想
そ
の
も
の
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
『
周
礼
』
は
、
天
地
春
夏
秋
冬
の
六
官
制
に
よ
っ
て
、
政
治
の
均
平
的
実
現
、
と
り
わ
け
社
会
経
済
面
で
の
均
の
実
現
を
主
張
し
、
ま
た
地
域
的
分
割
の
均
(
九
服
制
)
に
よ
っ
て
、
十
段
階
的
階
段
状
ピ
ラ
ミ
ァ
ド
向
上
に
土
中
た
る
玉
城
が
あ
り
、
そ
町
中
心
に
王
宮
、
更
に
そ
の
中
心
に
宇
宙
の
中
心
で
も
あ
る
天
子
の
坐
す
正
殿
が
あ
る
、
と
い
う
世
界
像
を
有
し
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
、
最
底
辺
の
民
衆
的
上
に
重
ね
ら
れ
た
一
命
か
ら
九
命
に
至
る
身
分
階
層
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
政
治
体
制
に
つ
い
て
は
封
建
制
を
絶
対
的
前
提
と
し
、
社
会
経
済
的
に
は
162 
惟
王
建
圏
、
排
方
正
位
、
倣
園
経
野
、
設
官
分
職
、
以
馬
民
極
。
官
序
官
)
と
述
べ
る
如
く
、
固
と
野
の
土
地
区
画
が
政
治
の
基
本
と
認
識
さ
れ
、
そ
れ
に
基
き
封
建
を
行
い
、
諸
侯
の
禄
を
定
的
、
民
的
耕
地
を
均
に
し
、
更
に
税
役
徴
収
を
均
に
す
る
の
で
あ
り
(
地
官
て
そ
れ
だ
け
に
土
地
を
中
心
と
す
る
自
然
(
現
物
)
経
済
を
主
と
し
、
貨
幣
経
済
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
《
従
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
経
界
不
正
、
井
地
不
均
、
穀
ー
禄
不
平
」
と
い
う
、
耕
地
区
画
の
均
平
と
俸
禄
の
均
平
と
を
関
連
づ
け
る
『
孟
子
』
(
牒
文
公
上
)
の
主
張
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
政
治
面
で
は
『
尚
書
』
舜
典
内
「
三
載
考
績
」
と
も
関
る
三
歳
考
課
制
が
主
張
さ
れ
(
天
官
大
宰
)
、
刑
法
函
で
は
八
牒
f
八
議
と
と
も
に
、
墨
削
刑
宮
別
殺
の
肉
刑
が
主
張
さ
れ
て
い
る
(
秋
官
司
刑
)
。
そ
の
他
「
左
祖
右
社
」
(
考
工
記
匠
人
及
ぴ
春
官
小
宗
伯
)
向
如
き
社
稜
宗
廟
制
や
音
楽
(
春
官
大
司
楽
以
下
)
な
ど
も
重
要
で
あ
る
が
詳
述
し
な
い
。
要
す
る
に
、
『
周
礼
』
の
か
く
の
如
き
政
治
社
会
経
済
全
般
に
関
る
互
い
に
緊
密
な
関
係
を
有
す
る
体
系
的
構
想
が
圧
倒
的
影
響
を
与
え
た
時
代
が
私
の
考
、
え
る
「
『
周
札
』
町
時
代
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
鄭
玄
に
よ
っ
て
『
周
礼
』
が
「
礼
的
経
」
に
高
め
ら
れ
、
学
官
に
立
て
ら
れ
た
貌
晋
か
ら
、
王
安
石
新
法
に
関
っ
て
『
周
礼
』
の
真
偽
が
論
議
さ
れ
そ
の
地
位
が
動
揺
し
始
め
た
宋
代
に
至
る
も
の
と
当
面
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
鄭
玄
は
『
周
礼
』
を
中
心
と
し
た
級
密
な
構
成
を
も
っ
三
礼
注
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
公
制
定
の
理
想
的
不
変
の
制
度
を
開
示
し
た
。
彼
に
よ
っ
て
『
周
礼
』
l
礼
の
経
、
『
儀
礼
』
，
曲
机
、
『
礼
記
』
I
礼
の
記
と
い
う
三
礼
の
地
位
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
注
釈
は
鋭
的
王
粛
に
よ
っ
て
一
部
修
正
を
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、
絶
対
的
権
威
を
保
ち
続
け
が
「
こ
の
『
周
礼
』
l
礼
の
経
説
に
つ
い
て
は
仲
長
統
も
ま
た
承
認
し
て
い
Aa。
今
や
『
周
礼
』
の
地
位
は
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
。
そ
し
て
曹
操
時
代
か
ら
急
に
『
周
礼
』
を
典
拠
と
し
て
引
く
こ
と
が
多
く
な
る
。
首
操
自
身
、
古
文
学
に
明
久
句
、
そ
の
令
に
『
周
礼
』
を
引
用
し
て
い
A
到
。
更
に
は
京
氏
一
族
か
ら
河
北
を
入
手
し
た
後
公
布
し
た
戸
調
の
令
冒
頭
に
『
論
語
』
季
氏
篇
の
「
不
思
寡
而
患
不
均
」
を
引
用
し
て
お
A
旬
、
後
漢
末
『
周
礼
』
と
関
り
つ
つ
広
ま
っ
て
い
た
均
の
理
念
を
彼
も
ま
た
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
漢
制
に
代
る
、
時
代
を
領
導
す
る
理
念
が
求
め
ら
れ
た
時
、
『
周
札
』
を
中
心
と
す
る
周
制
が
そ
れ
に
応
え
る
も
の
と
し
て
曹
操
に
受
容
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
長
い
漢
の
伝
統
を
切
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
新
制
度
を
始
め
よ
う
と
し
た
時
、
絶
え
ず
町
周
礼
』
が
意
識
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
官
名
に
お
け
る
典
農
中
郎
将
等
の
典
莱
官
、
司
金
都
尉
等
の
司
莱
{
呂
な
ど
は
『
周
礼
』
を
意
識
し
た
も
の
と
思
う
。
4 
自
ら
周
の
文
王
を
以
っ
て
任
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
《
か
】
曹
操
に
よ
っ
て
、
『
周
礼
』
の
構
想
と
均
的
理
念
と
を
現
実
政
治
の
指
針
と
す
る
方
向
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
曹
操
の
下
、
董
昭
は
五
等
爵
制
実
施
を
建
議
し
、
そ
れ
が
建
安
一
八
年
(
一
二
三
)
の
貌
公
封
建
の
前
提
と
な
っ
一
勺
ま
た
こ
の
年
、
一
四
州
を
古
制
た
る
九
州
に
改
め
て
い
る
。
正
に
周
制
的
復
活
が
曹
操
の
封
公
、
封
王
の
前
提
と
立
っ
た
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
名
目
的
君
主
の
い
る
首
都
と
実
力
者
の
い
る
覇
府
、
官
僚
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
最
上
位
に
あ
る
実
力
者
が
同
時
に
王
公
と
し
て
そ
の
領
土
と
百
官
を
有
す
る
と
い
う
、
以
後
、
五
代
に
至
る
ま
で
頻
見
す
る
政
権
の
二
重
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
不
安
定
な
状
態
で
あ
り
、
結
局
内
所
、
ピ
ラ
ミ
y
ド
の
最
上
段
ま
で
登
り
つ
め
た
実
力
者
が
皇
帝
と
な
り
、
首
都
と
覇
府
と
い
う
こ
中
心
を
一
つ
に
し
、
実
力
者
の
領
土
が
全
領
域
に
拡
大
す
る
と
い
う
形
で
)
一
元
化
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
天
命
(
識
緯
・
瑞
祥
)
と
禅
田
譲
と
い
う
政
権
交
代
の
論
理
が
用
意
さ
れ
て
い
る
時
、
『
周
礼
』
的
階
仙
段
状
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
あ
る
天
子
は
す
ぐ
下
の
者
に
そ
の
地
位
閣
を
脅
か
さ
れ
や
す
い
(
前
稿
A
)。
こ
れ
ま
た
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
の
の
一
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
曹
操
の
居
城
郭
城
の
宮
殿
建
設
に
日
当
っ
て
、
『
周
礼
』
の
六
寝
の
理
念
が
配
慮
さ
れ
た
こ
と
が
上
回
早
苗
恥
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
崎
、
翌
日
以
後
絶
え
ず
『
周
礼
』
の
都
3
城
王
宮
制
が
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
何
事
柄
に
属
す
。
日
目
き
て
延
康
元
年
(
1
賀
初
元
年
、
二
二
O
)、
曹
操
の
後
を
継
い
だ
貌
王
曹
至
の
下
、
陳
撃
の
提
案
に
よ
っ
て
九
品
官
人
法
が
始
め
ら
れ
《
叫
が
、
最
上
階
一
口
聞
か
ら
九
品
に
至
る
九
等
の
官
ロ
聞
は
、
宮
川
尚
志
氏
が
「
恐
ら
く
周
礼
の
九
命
の
制
の
影
響
に
よ
り
官
品
九
等
を
制
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
【
匂
よ
う
に
、
『
周
礼
』
を
前
提
に
し
た
も
の
と
思
う
。
右
の
如
く
、
市
国
操
以
来
『
周
礼
』
は
重
要
視
さ
れ
て
き
て
お
り
、
『
周
札
』
の
、
頂
点
的
王
と
底
辺
町
民
と
を
除
い
た
治
者
階
級
の
一
命
か
ら
上
向
九
命
に
至
る
九
段
階
の
身
分
階
層
の
構
想
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
聖
人
周
公
の
定
め
た
制
度
は
太
平
の
世
に
有
徳
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
直
接
九
命
制
を
採
用
す
る
こ
と
を
避
け
、
九
品
制
と
し
、
し
か
も
一
口
聞
を
最
上
位
と
す
る
逆
転
を
加
え
た
も
の
と
推
測
す
る
。
ま
た
前
稿
B
で
述
べ
た
『
漢
書
』
の
後
漢
代
で
の
地
位
を
考
え
る
と
、
そ
の
古
今
人
表
の
上
上
聖
人
か
ら
下
下
恩
人
に
至
る
九
等
の
人
物
評
価
は
、
後
漢
末
の
人
物
評
価
の
際
一
つ
の
規
準
と
な
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
、
こ
れ
ま
た
郷
品
九
等
の
基
礎
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
文
帝
曹
至
は
即
位
後
政
権
の
二
重
構
造
を
解
消
し
て
土
中
洛
陽
を
首
都
と
し
、
次
い
で
王
以
下
、
公
侯
伯
子
男
、
侯
(
県
侯
)
・
郷
侯
・
亭
侯
・
関
内
侯
と
い
う
爵
制
を
始
的
f
u
v
曹
操
に
よ
っ
て
敷
か
れ
た
五
等
爵
復
活
の
路
線
は
文
帝
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
文
帝
は
御
史
中
丞
を
宮
正
と
改
め
て
お
《
的
、
そ
れ
は
『
周
礼
』
天
官
の
宮
正
に
因
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
こ
の
時
代
、
論
者
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
井
田
・
肉
刑
の
復
活
、
5ー
官
山
由
史
4
の
考
課
実
施
の
問
題
等
は
、
い
ず
れ
も
『
周
礼
』
的
構
想
の
実
現
と
au 
ー
密
接
不
可
分
で
あ
っ
た
。
井
田
・
肉
刑
を
「
必
ず
せ
ん
」
と
す
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
川
忠
夫
氏
が
こ
の
時
代
の
教
育
的
一
典
型
と
し
て
挙
げ
て
い
る
鍾
会
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
賞
初
六
年
(
二
二
五
)
生
れ
の
彼
は
母
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
。
年
四
歳
授
孝
経
、
七
歳
諦
論
語
、
八
歳
諦
詩
、
十
歳
調
尚
替
、
十
一
諦
易
、
十
二
諦
春
秋
左
氏
停
・
国
語
、
十
三
諦
周
趨
・
穂
記
、
十
四
諦
成
侯
易
記
、
十
五
使
入
太
率
、
間
四
方
奇
文
異
訓
。
(
『
一
日
一
国
志
』
巻
二
八
鍾
骨
刷
用
注
引
其
母
伺
)
家
庭
教
育
の
最
終
課
程
に
近
い
段
階
で
『
周
礼
』
が
学
ば
れ
て
お
り
、
『
周
礼
』
が
当
時
的
士
大
夫
の
学
ぶ
べ
き
経
典
的
一
つ
と
し
て
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
の
時
代
『
周
礼
』
が
こ
の
よ
う
な
形
で
学
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
構
想
や
理
念
が
治
者
階
級
の
血
肉
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
司令。
嘉
平
元
年
(
二
四
九
)
の
ク
ー
デ
タ
以
後
、
河
内
郡
温
県
の
大
族
司
馬
氏
が
政
権
を
握
り
、
そ
の
下
で
一
層
九
品
官
人
法
の
貴
族
的
運
用
が
な
さ
れ
、
自
他
と
も
に
認
め
る
貴
族
が
成
立
ふ
問
。
そ
れ
は
ま
た
前
漢
以
来
押
し
進
め
ら
れ
て
き
た
豪
族
1
知
識
人
を
中
心
と
す
る
社
会
的
階
層
化
1
身
分
制
化
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
い
わ
ば
貴
族
主
義
の
路
線
に
乗
っ
た
司
馬
氏
は
討
萄
の
成
果
を
背
景
に
、
政
権
内
二
重
構
造
を
実
現
し
、
次
い
で
そ
れ
を
禅
譲
に
よ
っ
て
一
元
化
し
、
晋
王
朝
が
成
立
し
た
(
二
六
五
年
)
。
こ
の
前
後
二
つ
の
注
目
す
べ
き
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
典
農
部
屯
田
町
廃
止
に
伴
う
「
均
政
役
」
で
あ
り
、
一
つ
は
そ
の
対
象
を
異
姓
に
拡
大
し
、
し
か
も
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
五
等
爵
制
で
あ
る
。
後
者
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
ま
ず
前
者
を
述
べ
る
。
こ
の
「
均
政
役
」
の
解
釈
を
、
『
周
礼
』
と
均
の
理
念
、
及
び
郷
玄
注
の
権
威
性
を
前
提
に
し
て
行
う
と
、
政
2
征
E
税
と
い
う
鄭
注
に
よ
り
「
政
役
」
は
税
役
の
意
に
解
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
「
均
」
は
『
周
礼
』
の
税
役
の
均
と
い
う
理
念
を
強
く
受
け
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
屯
国
民
を
郡
県
民
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
か
ら
も
戸
調
を
徴
し
よ
う
と
し
た
、
つ
ま
り
生
産
円
安
定
化
と
と
も
に
比
較
的
米
穀
に
余
裕
が
生
じ
、
た
と
え
屯
田
か
ら
の
米
穀
収
入
が
激
減
し
て
も
、
財
政
需
要
が
増
し
て
い
た
絹
綿
等
を
入
手
す
る
方
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
こ
の
「
均
政
役
」
は
旧
屯
田
民
か
ら
も
郡
県
民
と
同
じ
税
役
を
徴
し
て
均
に
し
た
も
の
と
考
え
る
。
普
の
武
帝
は
泰
始
三
年
(
一
ヱ
ハ
七
)
成
立
し
た
律
令
及
び
故
事
を
翌
四
年
正
月
頒
下
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
に
生
起
す
る
様
々
な
事
態
に
対
し
て
条
文
を
増
加
し
て
対
応
し
た
、
即
ち
量
的
な
対
応
を
し
た
古
代
の
律
令
に
対
し
て
、
説
明
帝
代
の
律
令
編
纂
を
、
つ
け
て
、
6-
よ
り
原
則
的
な
少
数
の
条
文
に
よ
っ
て
質
的
な
対
応
を
す
る
に
至
っ
た
中
世
律
令
の
基
礎
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
律
と
令
は
完
全
に
分
れ
た
。
正
に
こ
の
時
代
か
ら
、
律
令
の
編
纂
が
な
さ
れ
ず
勅
が
重
要
と
な
る
唐
中
期
ま
で
が
、
中
国
史
に
お
い
て
強
い
て
設
定
す
る
と
す
れ
ば
「
律
令
時
代
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
泰
始
律
令
で
『
周
礼
』
に
依
拠
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
は
「
諸
侯
律
」
で
あ
ぷ
v
が
、
曾
我
部
静
雄
氏
の
述
べ
《
川
町
如
〈
『
周
礼
』
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
う
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
完
全
に
『
礼
記
』
王
制
内
高
年
復
除
制
に
従
っ
た
の
は
こ
の
泰
始
令
に
始
ま
る
《
回
、
武
帝
自
身
「
大
晋
依
聖
人
典
礼
、
制
臣
子
出
処
之
宜
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
久
的
。
こ
の
律
令
に
基
礎
を
置
い
た
諸
制
度
の
う
ち
本
稿
の
主
題
に
関
っ
て
取
上
げ
る
の
は
占
回
・
課
田
制
、
身
分
制
、
封
建
制
的
三
つ
で
あ
I
J
唱。
回
ま
ず
占
田
・
課
田
制
か
P
旬
。
『
晋
書
』
巻
二
六
食
貨
志
に
は
「
又
制
山
戸
調
之
式
」
以
下
、
戸
調
令
・
佃
令
・
戸
令
・
復
除
令
等
に
基
き
、
閣
『
普
書
』
編
纂
者
が
切
り
貼
り
し
た
と
み
ら
れ
る
文
が
あ
り
、
ま
た
の
一
『
初
学
記
』
巻
二
七
引
用
的
『
晋
故
事
』
に
は
、
「
凡
民
丁
課
回
、
夫
酌
五
十
畝
、
収
租
四
時
(
戸
調
)
絹
三
疋
、
塑
一
一
斤
U
と
い
う
規
定
が
加
あ
る
。
「
占
回
」
の
占
は
申
告
し
て
所
有
す
る
こ
と
、
「
課
回
」
の
課
5
は
一
定
面
積
の
耕
作
強
制
と
考
え
る
。
占
回
は
、
一
品
五
O
頃
か
ら
3
、
引
平
民
一
夫
婦
一
頃
に
至
る
、
理
念
的
に
そ
う
で
あ
る
べ
き
、
身
分
に
応
じ
た
均
と
な
っ
て
お
り
、
平
民
段
階
で
は
一
律
平
均
と
な
る
。
『
漢
書
』
巻
八
六
王
嘉
伝
の
「
均
田
之
制
」
の
個
所
に
、
軸
悼
の
孟
康
は
自
公
卿
以
下
至
於
吏
民
、
名
目
均
回
、
皆
有
頃
数
、
於
品
制
中
令
均
等
。
と
注
し
て
い
る
。
上
述
の
『
周
礼
』
及
ぴ
均
の
理
念
に
関
す
る
展
開
を
踏
ま
え
れ
ば
、
貌
の
高
級
官
僚
で
あ
っ
た
彼
の
こ
の
理
解
は
、
九
品
官
人
法
の
下
、
貴
族
制
を
実
現
し
て
い
た
治
者
階
級
一
般
的
理
解
で
も
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
き
も
の
と
考
、
え
る
。
要
す
る
に
西
晋
の
占
回
制
は
そ
の
よ
う
な
官
品
に
対
応
し
た
均
田
町
理
念
を
実
現
し
た
も
円
で
あ
り
、
事
実
上
均
田
制
は
こ
こ
に
始
ま
る
。
し
か
し
そ
れ
は
井
田
制
を
理
想
と
し
つ
つ
も
、
井
地
そ
の
も
の
を
実
現
で
き
な
い
以
上
井
田
制
で
は
な
か
っ
た
。
事
実
、
太
康
九
年
(
二
八
八
)
乃
至
一
O
年
頃
の
李
重
の
上
奏
丹
論
理
展
開
を
見
る
な
ら
ば
、
実
際
の
所
、
西
晋
に
お
い
て
井
田
制
は
お
ろ
か
土
地
所
有
制
限
が
実
施
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
丸
山
町
。
次
に
課
因
。
国
家
に
と
っ
て
は
把
握
し
た
民
は
屯
田
民
で
あ
れ
、
郡
県
民
で
あ
れ
、
一
定
的
課
を
果
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
均
政
役
」
が
実
現
し
た
後
、
勧
農
策
や
屯
国
経
営
の
経
験
、
及
ぴ
官
僚
た
ち
の
大
土
地
所
有
者
と
し
て
の
経
営
経
験
を
基
に
L-句
、
郡
県
民
全
て
に
対
し
て
一
律
均
等
に
丁
男
五
O
畝
丁
女
二
O
畝
の
耕
作
を
課
し
た
の
が
課
回
制
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
人
聞
の
労
働
力
を
抽
象
的
に
把
握
し
、
実
際
の
土
地
所
有
額
及
び
強
弱
巧
拙
を
関
わ
な
い
、
形
式
主
義
的
労
働
力
の
均
等
観
的
上
に
立
て
ら
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
-7 
そ
の
労
働
力
6
し
て
丁
男
五
O
畝
耕
作
可
能
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
日
以
九
レ
介
府
レ
b
h町
争
な
田
租
四
併
を
徴
し
た
の
で
あ
泌
「
こ
の
よ
う
な
原
則
が
こ
の
時
期
成
立
し
た
か
ら
こ
そ
、
束
皿
悶
孝
武
帝
代
に
毎
口
三
内
m
U
》
糾
乃
至
五
糾
の
田
租
制
も
実
施
さ
れ
た
し
、
西
晋
の
法
制
を
継
承
し
た
と
み
ら
れ
る
成
漢
の
李
雄
が
男
丁
三
斜
、
女
丁
一
桝
半
と
い
う
丁
《
拘
》
当
り
の
田
租
を
徴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
労
働
力
、
と
り
わ
け
丁
男
の
労
働
力
に
基
礎
を
置
い
た
田
租
と
、
戸
調
・
役
に
よ
っ
て
、
事
実
上
西
晋
代
に
宮
崎
市
定
氏
の
言
う
「
循
役
労
働
山
町
が
始
ま
っ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
μr
次
に
身
分
制
。
天
地
向
隔
り
の
あ
る
土
庶
の
区
別
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
免
役
の
特
権
を
有
す
る
士
に
お
い
て
も
宗
一
室
及
ぴ
門
地
二
品
の
貴
族
的
家
と
寒
門
寒
士
ク
ラ
ス
と
い
う
社
会
的
政
治
的
階
層
が
あ
る
と
と
も
に
、
公
卿
大
夫
二
五
品
)
、
上
士
(
六
・
七
品
)
、
下
士
(
八
・
九
日
間
)
町
如
く
官
品
に
応
じ
た
身
分
制
ピ
ラ
ミ
ソ
ド
が
存
在
し
た
。
五
等
爵
を
中
心
と
す
る
封
建
制
も
公
一
品
以
下
、
こ
の
官
品
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
身
分
制
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
九
段
階
の
身
分
制
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
お
い
て
は
、
占
回
額
、
免
役
範
囲
(
九
族
三
世
)
、
衣
食
客
・
佃
客
の
復
除
、
妻
妾
数
(
王
八
妾
|
七
・
八
品
一
妾
)
及
び
服
制
な
ど
詳
細
な
官
品
対
応
の
諸
規
定
が
存
し
た
。
九
命
一
命
の
身
分
制
を
有
す
る
『
周
礼
』
の
構
想
そ
の
も
の
が
実
現
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
庶
に
お
い
て
は
、
四
民
分
業
観
に
基
く
農
工
商
の
区
別
が
強
く
意
識
さ
れ
、
侍
玄
の
如
き
は
天
下
町
士
農
工
商
の
人
数
・
割
合
を
定
め
よ
と
提
言
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
え
問
。
そ
し
て
現
実
に
お
い
て
は
兵
籍
に
つ
け
ら
れ
た
兵
戸
や
、
官
府
に
隷
属
し
た
工
人
、
ま
た
私
家
の
衣
食
客
等
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
を
身
分
制
の
ピ
ラ
ミ
y
ド
の
下
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
が
問
題
と
な
る
。
貌
晋
時
代
、
「
百
エ
」
と
い
う
言
葉
が
多
見
す
る
。
こ
れ
は
『
周
礼
』
考
工
記
の
六
職
の
一
た
る
「
百
工
」
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
息
わ
れ
る
。
ま
た
『
礼
記
』
王
制
に
は
「
凡
執
技
以
事
上
者
、
祝
-
史
・
射
・
御
・
替
・
ト
及
百
工
。
・
:
・
出
郷
、
不
与
士
歯
己
と
あ
り
、
最
後
の
個
所
に
鄭
玄
は
「
賎
也
」
と
注
し
て
い
る
。
事
実
こ
の
時
代
官
府
や
王
侯
に
隷
属
す
る
工
人
が
存
在
し
た
。
と
り
わ
け
軍
国
体
制
の
下
で
は
種
々
の
工
人
を
必
要
と
し
た
た
め
官
府
隷
属
工
人
は
多
く
、
正
に
『
札
記
』
の
言
う
「
執
技
事
上
」
の
工
人
が
多
数
存
在
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
盆
々
「
百
工
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
独
立
工
人
も
い
た
。
『
晋
令
』
自
体
、
漆
器
を
製
作
し
販
売
す
る
者
を
前
提
と
し
た
規
定
を
も
っ
て
い
凶
“
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
手
工
業
者
を
「
百
工
」
と
も
称
し
て
い
d
r
と
こ
ろ
で
『
宋
書
』
巻
一
八
礼
志
五
円
官
品
に
応
じ
た
服
制
を
述
べ
た
所
に
「
騎
士
卒
百
工
人
、
・
:
奴
稗
衣
食
客
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
浜
口
重
国
氏
は
兵
戸
の
地
位
が
低
下
し
た
来
代
の
も
の
と
し
、
騎
は
賜
の
偽
で
官
潟
、
士
卒
は
兵
戸
、
百
工
人
は
工
戸
で
い
【
M
m
d
ず
れ
も
永
代
の
義
務
を
有
す
る
良
民
中
の
最
下
位
の
も
の
と
解
し
た
。
8-
し
か
し
『
太
平
御
覧
』
巻
六
九
七
引
『
晋
令
』
以
下
、
巻
七
一
五
七
一
八
・
七
七
五
・
八
O
ニ
・
八
O
七
・
八
二
O
の
「
士
卒
百
工
」
の
服
制
的
事
例
を
検
討
す
る
と
、
若
干
の
差
が
あ
る
が
、
『
皿
百
令
』
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
『
宋
書
』
の
文
は
『
晋
令
』
服
制
令
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
ま
だ
兵
戸
が
身
分
低
下
し
て
い
な
か
っ
h
u
v
普
初
の
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
宋
書
』
を
参
考
に
し
て
『
晋
令
』
を
考
え
れ
ば
、
「
土
卒
百
工
」
は
、
官
と
奴
排
衣
食
客
の
聞
に
位
置
す
る
庶
民
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
普
の
黄
籍
は
「
己
在
{
目
役
者
、
載
鉛
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
賞
籍
に
つ
け
ら
れ
た
庶
民
は
、
官
役
(
税
役
の
課
)
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
兵
士
乃
至
卒
と
し
て
絡
役
に
従
う
身
分
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
従
っ
て
法
制
上
の
身
分
制
的
用
語
た
る
「
士
卒
百
工
」
と
は
庶
民
を
)
指
し
、
兵
戸
、
及
ぴ
庶
の
中
で
も
特
に
農
民
を
士
卒
と
し
、
工
を
指
す
四
百
工
を
も
っ
て
工
商
を
代
表
さ
せ
た
も
の
か
、
或
い
は
工
人
的
徳
役
仙
が
官
府
で
の
器
物
製
作
な
ど
、
特
殊
で
あ
っ
た
た
め
に
百
工
だ
け
を
凋
士
卒
と
区
別
し
て
表
現
し
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
刷
れ
故
「
庶
民
以
上
」
的
意
で
、
「
諸
士
卒
百
工
以
上
」
と
詔
書
で
も
用
酷
い
ら
れ
?
の
と
思
う
。
な
お
普
の
法
制
上
の
商
人
を
指
す
用
語
は
何
「
商
買
」
と
思
わ
れ
る
が
今
は
詳
論
し
な
い
。
要
す
る
に
兵
戸
が
存
7
在
し
て
庶
を
農
工
商
だ
け
に
限
定
で
き
な
い
た
め
に
「
士
卒
百
工
」
日
と
い
う
法
制
用
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
『
左
伝
』
に
は
「
庶
人
」
l
農
と
は
別
に
「
商
工
阜
隷
」
、
即
ち
商
工
と
は
別
に
諸
々
の
隷
属
民
が
み
ら
れ
る
(
裏
公
九
年
)
。
晋
代
こ
の
よ
う
な
阜
隷
も
ま
た
身
分
階
層
と
し
て
設
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
「
雑
工
呈
四
と
称
さ
れ
、
南
朝
梁
代
に
は
臣
下
に
班
賜
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
が
官
府
隷
属
の
百
工
や
医
卜
楽
工
等
の
伎
芸
で
あ
り
、
正
に
「
執
技
事
上
者
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
民
間
に
お
い
て
は
衣
食
客
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
阜
隷
の
下
に
奴
稗
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
本
来
的
に
古
内
罪
人
か
、
あ
る
い
は
従
坐
没
官
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
【
旬
、
現
実
の
来
源
を
問
う
こ
と
な
く
犯
罪
に
よ
る
も
の
と
観
念
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
九
段
階
同
士
の
階
層
内
下
、
庶
の
階
層
に
農
工
商
及
び
兵
戸
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
に
商
工
が
地
位
が
低
い
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
十
段
階
的
ピ
ラ
ミ
ソ
ド
で
構
成
さ
れ
る
秩
序
外
の
も
の
と
し
て
庶
民
に
近
い
阜
隷
が
あ
り
、
ま
た
本
来
的
に
犯
罪
人
と
観
念
さ
れ
る
が
故
に
全
く
自
由
を
失
っ
た
奴
鮮
が
そ
の
下
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
聞
の
分
割
に
基
く
均
を
実
現
し
た
の
が
西
晋
の
身
分
制
で
あ
り
、
多
々
変
動
は
あ
っ
て
も
階
唐
代
ま
で
の
基
本
を
定
め
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
次
に
封
建
制
。
晋
成
立
の
前
年
威
照
元
年
(
二
六
四
)
大
規
模
な
五
等
爵
制
が
司
馬
氏
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
貴
族
を
安
挽
回
、
更
に
晋
成
立
後
改
め
て
五
等
爵
制
を
実
施
し
、
邑
戸
の
租
調
的
三
分
の
一
を
食
ま
せ
た
。
王
は
『
周
礼
』
夏
官
序
官
に
よ
っ
て
大
国
・
次
-9ー
B
国
小
園
町
三
等
と
し
、
そ
の
数
二
O
余
人
、
宗
室
・
貴
族
が
封
建
au 
ー
さ
れ
た
公
侯
伯
子
男
は
五
O
O余
国
、
と
い
う
如
く
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
出
』
単
純
計
算
で
も
全
九
O
O余
県
と
し
て
、
王
国
も
い
れ
て
全
封
建
国
数
は
そ
の
三
分
町
二
近
く
に
も
達
す
る
。
そ
し
て
王
及
ぴ
諸
侯
は
当
然
国
官
や
邑
戸
に
対
し
て
は
君
主
と
し
て
臨
む
・
」
と
に
な
《
向
。
こ
の
封
建
制
は
郡
県
制
的
基
礎
向
上
に
、
県
を
固
と
し
て
そ
の
定
額
邑
戸
を
食
む
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
稿
B
で
述
べ
た
郡
県
制
の
上
に
封
建
制
を
重
ね
た
王
奔
の
制
度
と
閉
じ
も
の
で
あ
る
。
王
葬
は
秦
漢
的
伝
統
的
皐
帝
支
配
2
郡
県
制
と
儒
家
理
想
的
封
建
制
的
折
衷
調
停
に
腐
心
し
た
が
、
如
何
せ
ん
社
会
の
階
層
化
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
確
固
と
し
た
封
建
制
を
樹
立
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
身
分
制
社
会
を
実
現
す
る
に
至
っ
た
普
代
に
お
い
て
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
来
評
判
的
悪
い
貨
幣
経
済
的
政
策
(
五
均
除
貸
・
六
努
・
貨
幣
)
を
除
き
、
多
く
の
点
で
、
儒
家
的
理
想
と
皇
帝
支
配
を
折
衷
し
よ
う
と
し
た
王
葬
町
制
度
は
晋
に
と
っ
て
先
行
す
る
モ
デ
ル
の
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
王
奔
の
存
在
は
早
す
ぎ
た
し
、
そ
れ
だ
け
に
貨
幣
に
も
執
着
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ち
要
す
る
に
西
晋
代
、
皇
帝
支
配
を
前
提
と
し
て
王
族
・
貴
族
に
よ
る
封
建
制
が
実
現
し
た
し
、
谷
川
道
雄
氏
が
指
摘
す
《
匂
よ
う
に
こ
れ
以
後
貴
族
官
僚
は
多
く
こ
の
よ
う
な
封
爵
を
も
ち
子
孫
に
伝
え
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
封
建
君
主
で
も
あ
る
身
分
制
的
最
上
位
に
あ
っ
た
王
族
・
貴
族
は
、
私
的
に
は
大
土
地
所
有
者
と
し
て
(
官
品
で
保
証
)
佃
客
・
衣
食
客
・
奴
砕
の
主
人
と
な
り
、
公
的
に
は
、
高
級
官
僚
と
し
て
全
図
的
土
庶
・
肇
夷
の
統
治
者
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
、
或
い
は
封
建
君
主
と
し
て
国
官
・
邑
戸
に
臨
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
体
制
を
も
っ
て
、
皇
帝
支
配
を
基
礎
と
し
て
、
独
自
の
統
治
権
・
裁
判
権
を
持
た
な
い
と
い
う
意
味
で
、
周
代
封
建
制
に
対
し
て
も
、
西
欧
中
世
の
封
建
制
に
対
し
て
も
、
二
重
の
意
味
で
擬
似
で
あ
る
封
建
体
制
を
施
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
中
国
的
な
封
建
制
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
貌
晋
代
右
の
如
き
復
古
的
な
諸
制
度
が
制
定
さ
れ
、
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
聞
い
に
対
し
て
は
、
前
漢
以
来
豪
族
l
知
識
人
を
中
心
に
し
て
社
会
的
階
層
化
が
進
み
、
一
方
農
民
的
経
済
力
低
下
に
伴
う
地
位
低
下
が
あ
り
、
そ
れ
が
戦
乱
に
よ
り
一
層
進
ん
だ
こ
と
、
及
び
地
広
民
稀
、
豪
強
兼
併
が
同
時
的
に
存
在
し
た
と
い
う
土
地
状
況
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
貨
幣
経
済
が
衰
退
し
、
諸
財
政
経
済
制
度
を
土
地
・
現
物
及
び
労
働
力
中
心
に
し
た
も
の
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
も
っ
て
解
答
と
し
た
い
。
前
者
は
身
分
制
・
封
建
制
・
徳
役
労
働
制
の
前
提
で
あ
り
、
後
者
は
固
定
的
な
土
地
制
度
及
ぴ
税
役
制
度
の
前
提
で
あ
る
。
決
し
て
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
が
、
極
め
て
形
式
主
義
的
、
且
つ
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
体
系
性
を
有
す
る
『
周
礼
』
の
構
想
を
実
現
し
た
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
唐
の
律
令
諸
制
度
に
つ
い
て
言
わ
れ
-10-
る
高
度
な
形
式
性
・
体
系
性
、
ス
タ
テ
イ
y
ク
な
性
格
は
こ
こ
に
淵
源
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
く
ま
で
も
皇
帝
支
配
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
農
民
反
乱
の
パ
ワ
ー
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
『
三
国
士
山
』
・
立
図
書
』
を
見
る
と
、
諸
制
度
を
定
め
た
晋
の
武
帝
代
、
と
り
わ
け
呉
の
平
定
(
二
八
O
)
前
後
に
「
太
平
」
内
記
事
が
多
く
、
太
康
年
間
(
二
八
O
八
九
)
は
朝
野
挙
げ
て
「
太
平
」
に
酔
い
、
そ
の
み
せ
か
け
の
「
太
平
」
の
中
で
西
晋
は
滅
亡
し
た
。
そ
し
て
太
平
な
ら
ざ
る
束
晋
・
五
胡
の
時
代
、
逆
に
そ
れ
が
求
め
ら
れ
年
号
に
ま
で
升
平
・
太
平
が
用
い
ら
れ
た
し
、
一
方
道
教
的
太
平
向
理
想
は
、
反
乱
者
が
「
太
平
皇
帝
」
を
自
称
し
た
こ
と
に
も
明
瞭
な
如
〈
、
貫
巾
の
乱
以
来
綿
々
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
回)
西
晋
の
律
令
を
基
本
的
に
継
受
し
て
い
っ
た
東
晋
南
朝
代
、
も
は
凶
や
枠
組
が
定
ま
っ
て
い
た
か
ら
か
、
ま
た
仏
教
・
老
荘
の
比
重
が
大
捌
き
い
学
聞
の
傾
向
の
た
め
か
、
或
い
は
水
田
を
中
心
と
す
る
農
業
が
川
井
田
制
に
合
わ
な
い
た
め
か
、
晋
以
上
に
『
周
礼
』
的
制
度
を
何
ら
酌
か
の
形
で
実
施
し
よ
う
と
し
た
例
は
少
な
い
。
門
閥
貴
族
体
制
の
下
、
伽
現
状
維
持
的
気
風
が
濃
厚
で
あ
っ
た
の
で
あ
う
ー
そ
の
中
で
、
短
《
川
崎
】
9
期
政
権
な
が
ら
肉
刑
復
活
・
考
課
・
人
材
抜
擢
等
を
策
し
た
桓
玄
と
、
国
官
ロ
聞
を
下
一
班
か
ら
上
一
八
班
に
逆
転
さ
せ
、
一
二
卿
を
春
夏
秋
冬
に
分
け
た
梁
の
武
帝
と
が
注
目
さ
れ
る
が
詳
述
す
る
余
裕
が
な
い
。
目
を
北
方
に
転
じ
た
い
。
五
胡
十
六
回
時
代
の
事
例
を
『
晋
書
』
載
記
に
徴
す
る
に
、
殿
周
町
制
に
よ
る
と
し
て
天
王
号
を
称
し
(
石
季
龍
上
)
、
政
治
的
均
平
を
標
楊
し
(
同
)
、
田
租
の
減
免
町
際
に
も
「
均
百
姓
田
租
之
半
」
と
均
を
用
い
た
り
し
て
い
る
(
石
勅
下
)
。
あ
る
い
は
こ
の
時
期
の
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
中
に
「
舟
徒
主
簿
」
と
い
う
官
名
も
見
ら
れ
ぷ
「
ま
た
符
堅
は
、
老
荘
・
図
識
の
学
を
禁
ヒ
、
明
堂
・
砕
薙
等
を
建
て
、
兵
や
後
宮
に
も
儒
学
を
学
ば
せ
た
(
符
竪
上
)
。
そ
し
て
存
堅
持
代
の
『
周
礼
』
学
に
功
績
の
あ
っ
た
の
が
章
逗
の
母
宋
氏
で
あ
り
、
か
く
し
て
『
周
礼
』
が
北
方
に
広
ま
っ
た
と
い
わ
れ
【
向
。
思
う
に
五
胡
の
諸
国
が
建
国
し
た
時
依
拠
で
き
る
法
制
は
『
周
礼
』
的
構
想
に
多
く
を
負
っ
た
晋
制
だ
け
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
劉
淵
や
存
堅
の
如
き
学
を
好
ん
だ
君
主
も
、
ま
た
君
主
た
ち
に
提
言
し
た
漢
人
官
僚
た
ち
も
、
等
し
く
『
周
礼
』
的
構
想
を
強
く
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
建
前
と
現
実
と
の
使
い
分
同
】
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
貌
晋
南
朝
の
貴
族
に
比
べ
て
、
素
朴
な
五
胡
の
支
配
者
た
ち
は
『
周
札
』
的
構
想
を
よ
り
ラ
ジ
カ
ル
に
受
容
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
氏
族
制
的
体
制
そ
の
ま
ま
で
中
圏
内
に
建
国
し
た
時
、
氏
族
長
等
の
処
遇
に
は
実
務
能
力
を
要
求
さ
れ
る
官
職
よ
り
も
封
建
君
主
的
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
わ
か
り
や
す
か
っ
た
こ
と
が
、
封
建
制
を
前
提
と
と
晋
制
の
受
容
に
も
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
。
11 
す
る
『
属
礼
』
。
か
く
の
如
き
事
情
は
華
北
を
統
一
し
た
北
貌
に
お
い
て
も
同
様
で
ワ
eー
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
城
の
プ
ラ
ン
自
体
、
宮
城
南
門
の
左
(
束
)
に
五
廟
、
右
(
西
)
に
太
社
を
置
き
、
ま
た
郭
城
内
に
坊
を
置
い
d
M
こ
と
な
ど
、
後
の
洛
陽
、
延
い
て
は
陪
唐
町
長
安
・
治
陽
城
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
貌
の
諸
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
孝
文
帝
代
的
諸
政
策
の
み
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
孝
文
帝
の
時
代
、
俸
禄
制
(
太
和
八
年
四
八
四
)
、
均
田
制
(
同
九
年
)
、
三
長
制
(
同
一
O
年
)
が
施
行
さ
れ
た
。
太
和
一
四
年
(
四
九
O
)
に
死
去
す
る
鴻
太
后
の
摂
政
時
代
で
あ
り
、
太
和
八
年
、
帝
は
一
八
歳
で
あ
っ
た
。
『
貌
書
』
巻
七
下
高
祖
紀
下
の
末
尾
で
、
帝
が
五
経
・
史
書
の
学
に
す
ぐ
れ
、
孜
々
と
し
て
札
を
実
践
し
、
政
治
全
般
を
自
ら
決
済
し
、
太
和
一
O
年
以
後
の
詔
冊
は
帝
の
自
筆
で
あ
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
常
川
に
凡
篤
人
君
、
忠
於
不
均
、
不
能
推
誠
御
物
。
荷
能
均
誠
、
胡
越
之
人
亦
可
親
如
兄
弟
。
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
均
を
強
調
す
る
孝
文
帝
に
、
ラ
ジ
カ
ル
な
形
で
均
的
理
念
・
『
周
礼
』
的
構
想
を
身
に
つ
け
た
一
つ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
華
北
統
一
(
四
三
九
)
以
来
半
世
紀
、
漢
人
的
伝
統
と
鮮
卑
的
伝
統
を
折
衷
さ
せ
て
き
た
が
、
政
治
の
安
定
化
、
漢
人
官
僚
の
一
定
の
進
出
、
鮮
卑
貴
族
の
漢
人
文
化
の
受
容
と
い
う
状
況
の
中
で
、
晋
制
、
更
に
は
漢
人
的
理
想
の
制
度
と
し
て
『
周
礼
』
的
制
度
が
一
層
希
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
太
后
臨
朝
の
下
、
発
言
し
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
孝
文
帝
も
ま
た
こ
れ
ら
三
政
策
の
実
施
に
深
く
闘
っ
て
い
た
と
み
て
大
過
な
き
も
の
と
考
え
る
。
た
と
え
多
く
が
漢
人
官
僚
の
提
案
に
な
っ
た
に
し
て
も
、
孝
文
帝
に
象
徴
的
な
均
の
理
念
を
有
す
る
北
娩
支
配
階
層
全
体
的
意
向
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
如
く
、
『
周
礼
』
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
・
井
田
・
封
建
・
班
禄
(
諸
侯
の
禄
と
代
耕
)
な
ど
が
緊
密
な
体
系
性
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
身
分
的
均
、
税
役
の
均
、
更
に
は
政
治
的
均
を
も
た
ら
す
要
諦
で
あ
っ
た
。
北
貌
に
お
い
て
も
、
正
に
政
治
的
均
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
封
建
制
と
官
僚
制
の
基
礎
と
し
て
の
俸
禄
制
、
土
地
内
均
を
も
た
ら
す
均
田
制
、
一
夫
婦
を
単
位
と
す
る
均
賦
制
と
周
的
郷
里
制
を
実
現
し
戸
籍
制
度
を
確
立
す
る
た
め
の
三
長
制
、
と
い
う
如
く
互
い
に
内
的
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
一
ニ
制
度
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
う
一
つ
、
前
稿
B
で
論
じ
た
班
固
が
考
え
る
理
想
的
周
制
を
載
せ
る
『
漢
書
』
食
貨
志
上
も
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
漢
以
来
『
漢
書
』
は
単
な
る
歴
史
書
の
枠
を
超
え
て
『
漢
書
』
学
と
し
て
学
ぶ
べ
き
も
の
と
な
り
、
五
胡
北
朝
で
は
実
際
の
政
治
に
役
立
つ
も
の
と
し
て
読
ま
れ
て
い
叫
「
そ
の
よ
う
な
『
漢
書
』
食
貨
志
上
に
展
開
さ
れ
た
均
の
理
念
に
基
く
井
田
制
、
受
田
制
、
郷
里
制
等
は
最
も
わ
か
り
や
す
い
周
制
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
李
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忠
の
三
長
制
の
上
一
言
に
あ
る
隣
・
皇
・
党
の
制
も
、
『
周
札
』
地
官
大
司
徒
同
比
!
郷
制
と
遂
人
の
獅
遂
制
と
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
食
貨
志
上
町
都
・
里
・
族
・
党
・
州
・
郷
制
を
現
実
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
均
田
制
に
お
け
る
還
受
制
も
そ
う
で
あ
る
と
考
、
え
る
。
そ
し
て
右
の
如
き
強
い
均
の
理
念
を
有
し
た
孝
文
帝
が
親
政
を
開
始
し
た
時
、
一
層
そ
の
実
現
に
向
う
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
太
和
一
七
年
(
四
九
三
)
の
洛
陽
遷
都
決
定
は
土
中
洛
陽
定
都
に
よ
っ
て
『
周
礼
』
的
均
の
理
念
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
後
、
尺
斗
制
を
『
周
礼
』
の
制
に
改
め
て
い
る
し
、
胡
漢
の
貴
族
制
を
定
め
た
姓
族
詳
定
に
お
い
て
も
各
家
の
評
定
を
「
平
峨
一
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
の
で
み
日
目
。
さ
て
こ
の
孝
文
帝
に
よ
る
漢
化
政
策
の
矛
盾
の
結
果
、
北
魂
は
崩
壊
し
、
東
西
両
貌
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
西
貌
に
お
い
て
中
国
史
上
)
最
も
『
周
礼
』
的
な
国
制
が
実
現
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
『
周
礼
』
の
六
回
官
制
と
、
多
く
の
『
周
礼
』
と
同
名
町
官
、
乃
至
司
某
官
、
典
某
官
、
仙
掌
某
官
、
及
ぴ
一
命
か
ら
上
向
九
命
に
至
る
官
位
な
ど
の
{
自
制
に
端
捌
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
宇
野
精
一
・
富
田
健
市
Z
E
】
町
一
両
氏
の
研
究
、
及
ぴ
王
仲
筆
氏
の
大
著
『
北
周
六
典
』
(
一
九
七
九
酌
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
中
に
均
回
を
掌
っ
た
司
均
、
及
び
加
均
工
と
い
う
均
の
字
を
有
し
た
官
名
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
【
問
調
V
l
て
お
く
。
ま
た
蘇
紳
の
定
め
た
六
僚
詔
書
の
第
六
に
「
均
賦
役
」
が
ヮ，ー
あ
り
、
税
役
徴
収
の
「
平
均
」
た
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
こ
の
西
貌
・
北
周
の
『
周
札
』
的
官
制
を
廃
し
、
貌
晋
以
来
的
官
制
に
改
め
た
の
が
階
的
文
帝
で
あ
り
、
北
斉
の
律
令
を
継
承
し
、
ま
た
兵
農
一
致
の
府
兵
制
を
実
現
し
、
科
挙
も
開
始
さ
れ
た
。
次
い
で
湯
帝
は
『
周
礼
』
的
土
中
の
理
念
を
強
〈
表
明
し
て
東
都
洛
陽
の
建
設
を
行
っ
d
r
次
の
唐
代
、
武
徳
以
下
町
各
律
令
に
よ
り
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
の
諸
制
度
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
官
制
・
身
分
制
・
土
地
制
度
・
税
役
制
度
・
兵
制
等
に
は
余
裕
が
な
い
の
で
一
切
触
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
統
一
が
な
っ
た
太
宗
時
代
、
「
太
平
」
の
実
現
に
伴
、
っ
封
禅
が
問
題
に
な
り
、
貞
観
一
六
年
(
六
四
二
)
二
月
に
実
行
を
予
定
し
た
が
琴
星
の
変
に
よ
り
呆
さ
な
か
っ
た
。
『
貞
観
政
要
』
に
も
「
太
平
」
に
つ
い
て
の
発
言
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
こ
の
太
宗
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
情
書
』
に
も
反
映
し
て
い
る
。
隔
の
文
帝
の
時
は
「
升
平
」
で
あ
る
と
AU、
人
々
が
「
太
平
」
だ
と
し
た
の
に
そ
う
で
は
な
い
と
述
べ
た
房
彦
謙
の
言
拓
rど
、
あ
く
ま
で
も
太
宗
の
時
代
が
「
太
平
」
で
あ
る
以
上
、
惰
の
文
帝
代
は
「
升
平
」
に
と
ど
ま
る
と
い
う
作
為
が
感
じ
ら
れ
る
。
き
て
唐
代
で
『
周
礼
』
依
拠
を
最
も
端
的
に
示
す
の
は
六
官
制
を
意
識
し
て
『
六
典
』
と
し
、
『
周
礼
』
の
如
く
官
制
に
よ
る
国
制
全
般
を
記
載
し
た
『
大
唐
六
典
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
玄
宗
関
元
二
六
年
(
七
三
八
)
に
成
立
し
た
。
そ
の
前
年
の
開
元
二
五
年
令
を
以
っ
て
律
令
の
編
纂
が
最
後
と
な
っ
た
が
、
唐
前
半
円
律
令
諸
制
度
内
集
大
-13ー
η
成
と
し
て
「
律
令
時
代
」
の
持
尾
を
飾
る
の
に
J
W
寸
わ
し
い
も
の
で
1
あ
っ
た
。
こ
の
巻
三
戸
部
の
所
に
「
天
下
戸
白
井
国
之
政
令
」
と
あ
り
、
ま
た
巻
三
O
州
県
官
吏
戸
曹
の
条
に
「
凡
井
田
利
害
之
宜
い
と
あ
り
、
曾
我
部
静
雄
氏
は
こ
れ
を
も
っ
て
所
謂
均
田
制
的
正
式
名
称
は
井
田
制
で
あ
る
と
す
『
封
。
し
か
し
陸
賛
が
、
井
田
は
春
秋
の
際
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
だ
か
ら
唐
は
そ
の
要
を
襲
っ
て
、
そ
の
煩
を
去
っ
た
の
だ
と
述
べ
弱
げ
を
見
、
『
周
札
』
を
「
真
聖
作
」
と
し
つ
つ
も
「
不
井
問
、
不
封
建
、
而
欲
行
周
公
之
道
、
不
可
得
也
U
と
し
た
太
宗
町
一
首
r見
る
に
、
唐
の
土
地
制
度
は
井
田
制
モ
の
も
の
だ
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
貌
均
田
制
に
お
い
て
も
李
安
世
向
上
言
に
「
雄
桑
井
難
復
、
宜
更
均
量
」
と
あ
泌
が
く
、
古
の
井
田
制
は
行
い
難
い
の
で
、
身
分
と
労
働
力
に
応
じ
た
均
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
制
度
と
し
て
始
ま
り
、
そ
れ
は
晋
の
事
実
上
向
均
回
を
、
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
均
田
は
、
『
周
礼
』
の
土
地
を
均
に
す
る
と
い
う
精
神
に
令
致
す
る
。
従
っ
て
法
制
上
向
正
式
用
語
は
む
し
ろ
均
固
と
し
て
始
ま
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
唐
で
も
武
徳
七
年
(
六
二
四
)
「
始
定
均
回
賦
税
」
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
六
典
』
で
は
「
井
田
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
問
に
す
ぐ
れ
た
玄
宗
は
、
開
元
年
問
、
「
修
道
徳
、
以
寛
仁
《
肝
》
潟
理
本
」
と
い
わ
れ
、
「
太
平
」
を
実
現
し
た
太
宗
が
呆
さ
ず
高
宗
に
至
っ
て
実
現
し
た
泰
山
封
禅
を
、
関
元
一
三
年
(
七
二
五
)
再
び
行
っ
た
。
正
に
貞
観
に
次
い
で
開
元
は
「
太
平
」
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
前
の
関
元
一
O
年
、
玄
宗
は
理
典
・
教
典
・
礼
典
・
政
典
・
刑
典
・
事
典
の
六
僚
を
手
写
し
、
『
六
典
』
の
編
纂
を
命
に
か
「
ま
た
関
元
一
四
年
以
降
『
大
唐
開
一
克
礼
』
の
編
纂
も
行
わ
れ
、
こ
れ
は
二
O
年
に
完
成
し
凶
「
一
方
『
六
典
』
の
編
纂
は
困
難
を
極
め
た
。
現
存
の
複
雑
な
官
制
を
玄
宗
の
指
示
す
る
六
僚
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
は
ど
だ
い
無
理
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
現
存
官
制
そ
の
ま
ま
を
『
周
礼
』
の
官
制
に
象
る
形
で
完
成
し
た
。
内
藤
乾
士
口
氏
が
述
べ
る
如
く
、
「
六
典
を
作
る
目
的
が
現
在
必
要
の
法
典
を
制
定
す
る
如
き
も
の
で
な
い
」
し
、
玄
宗
の
意
図
は
「
開
元
町
治
世
を
以
て
周
公
の
そ
れ
に
比
べ
、
ょ
っ
て
以
て
一
代
の
典
を
作
ろ
う
と
す
る
同
γ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
太
平
」
を
実
現
し
た
玄
宗
は
2
ハ
典
』
に
よ
っ
て
「
札
の
経
」
を
、
『
関
元
礼
』
に
よ
っ
て
「
礼
の
記
」
更
に
は
「
曲
礼
」
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
、
『
六
典
』
に
お
い
て
「
井
田
」
を
用
い
た
理
由
が
あ
っ
た
し
、
吋
旧
唐
書
』
巻
四
三
職
官
志
二
戸
部
町
「
井
田
」
も
2
ハ
典
』
の
影
響
を
、
づ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
『
周
礼
』
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
現
実
と
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
体
系
的
理
想
が
こ
め
ら
れ
た
書
物
は
逆
に
絶
え
ず
顧
み
る
べ
き
も
の
と
し
て
影
響
を
与
え
る
。
『
六
典
』
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
も
は
や
府
兵
制
は
崩
壊
し
、
均
田
制
も
実
質
を
失
い
、
増
加
に
よ
っ
て
官
制
も
動
揺
し
て
い
た
中
で
編
纂
さ
れ
た
-14ー
使
職
の
『
六
典
』
は
、
逆
に
「
律
令
時
代
」
の
精
神
と
形
式
を
固
定
し
て
後
代
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
き
て
安
史
の
乱
後
の
混
乱
の
中
で
第
五
埼
・
劉
委
の
努
力
で
か
ろ
う
じ
て
財
政
が
維
持
さ
れ
、
更
に
建
中
元
年
(
七
八
O
)
楊
炎
の
提
案
に
よ
っ
て
両
税
法
炉
実
施
さ
れ
た
。
『
唐
会
要
』
巻
八
三
等
に
見
え
る
楊
炎
の
提
案
に
つ
い
て
だ
け
舌
TJと
、
「
律
令
時
代
」
の
成
年
男
子
の
労
働
力
向
均
等
観
の
上
に
立
っ
た
現
物
納
の
均
賦
制
と
、
そ
れ
を
基
に
し
た
量
入
制
出
の
財
政
原
則
を
一
八
O
度
回
転
さ
せ
て
、
見
居
主
義
で
各
戸
内
財
産
を
基
準
に
し
て
、
大
暦
一
四
年
(
七
七
九
)
の
租
税
額
の
率
を
も
っ
て
量
出
制
入
の
財
政
原
則
で
各
府
州
に
割
当
て
、
夏
秋
の
二
期
に
分
け
、
米
穀
徴
収
分
を
除
一
句
少
な
く
と
も
原
則
と
し
て
は
銭
立
て
で
徴
収
す
る
画
期
的
な
税
法
で
あ
っ
た
。
客
戸
や
傭
兵
に
み
ら
れ
る
人
々
の
流
動
化
、
商
業
l
貨
幣
経
済
の
活
発
化
、
土
)
地
所
有
の
不
均
等
の
拡
大
な
ど
の
全
般
的
流
動
化
に
対
応
す
る
も
の
聞
で
あ
り
、
漢
以
来
初
め
て
銭
を
基
本
と
す
る
税
制
を
確
立
し
た
の
で
凶
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
形
式
的
均
一
主
義
と
開
身
分
制
的
均
等
主
義
に
基
い
た
均
田
制
と
、
土
地
内
有
無
、
作
業
の
叫
巧
拙
、
商
・
農
に
拘
ら
な
い
均
賦
主
義
と
い
う
基
礎
の
上
に
組
み
立
て
酌
ら
れ
て
い
た
諸
制
度
が
崩
壊
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
根
本
的
理
由
が
加
存
し
た
。
『
周
礼
』
的
体
系
性
を
備
、
え
た
時
代
は
西
晋
代
に
確
立
し
、
!
こ
こ
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
周
札
』
そ
の
も
の
の
地
位
に
口
変
り
は
な
く
、
そ
の
均
の
理
念
は
影
響
を
与
え
て
ゆ
く
。
両
税
法
の
場
合
も
、
財
産
に
比
例
し
た
徴
収
を
意
味
す
る
「
均
徴
」
、
官
吏
に
よ
る
税
徴
収
に
お
け
る
「
均
」
の
実
現
な
ど
、
均
が
重
要
な
理
念
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
両
税
法
に
対
す
る
批
判
者
の
場
合
も
同
じ
で
、
陸
軌
買
は
『
周
札
』
の
用
語
で
あ
る
「
均
節
」
を
主
張
し
て
い
【
向
。
要
す
る
に
同
じ
く
均
を
用
い
て
い
て
も
、
身
分
及
び
労
働
力
的
均
等
観
に
対
応
し
た
形
式
的
・
固
定
的
・
静
的
な
均
に
対
し
て
、
財
《
同
】
産
・
貨
幣
に
対
応
し
た
実
質
的
・
変
動
的
な
均
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国
制
は
や
は
り
変
る
こ
と
な
く
、
こ
の
均
l
収
奪
の
上
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
。
五
-15-
両
税
法
制
定
に
よ
り
「
律
令
時
代
」
と
重
な
る
、
実
質
的
「
『
周
礼
』
町
時
代
」
は
終
り
を
告
げ
た
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
宋
学
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
復
古
主
義
の
思
想
家
緯
愈
の
「
原
道
」
篇
で
「
修
身
斉
家
」
の
一
節
が
引
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
代
以
来
き
し
て
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
礼
記
』
の
一
篇
た
る
「
大
学
」
が
に
わ
か
に
尊
重
さ
れ
、
宋
に
至
り
二
程
子
が
そ
れ
を
表
章
し
、
司
馬
光
も
「
学
記
」
・
「
大
学
」
・
「
中
庸
」
・
「
楽
記
」
の
四
篇
を
『
礼
記
』
の
精
要
と
し
た
と
い
(
旬
。
「
大
学
」
は
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
に
有
名
な
道
徳
主
義
を
強
〈
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
次
的
如
き
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
孟
献
子
目
、
畜
馬
来
、
不
察
於
錐
豚
。
伐
氷
之
家
、
不
畜
牛
羊
。
百
粟
174 
之
家
、
不
畜
深
敏
之
匡
。
奥
其
有
来
倣
之
臣
、
寧
有
盗
臣
。
此
謂
圏
不
以
利
震
利
、
以
義
鶴
利
也
。
長
園
家
而
務
財
用
者
、
必
自
小
人
失
。
彼
震
善
之
、
小
人
之
使
偶
図
家
、
首
害
並
至
。
雄
有
普
者
、
亦
無
如
之
何
失
。
此
謂
因
不
以
利
震
利
、
以
義
震
利
也
。
「
大
学
」
は
前
漢
の
武
帝
i
宣
帝
頃
成
立
し
た
と
い
わ
れ
ぷ
】
が
、
私
は
か
の
塩
鉄
論
議
(
前
八
二
以
降
桑
弘
羊
流
の
財
政
策
に
反
対
し
て
い
た
儒
家
(
前
稿
A
参
照
)
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
道
徳
主
義
の
下
、
「
衆
倣
の
臣
」
「
小
人
」
を
激
し
く
排
斥
す
る
文
が
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
韓
愈
何
時
代
も
、
慮
建
栄
氏
の
研
姉
ピ
示
さ
れ
る
如
く
、
事
実
上
財
政
国
家
を
支
、
え
て
い
た
財
政
エ
キ
ス
パ
ー
ト
た
ち
に
対
し
て
、
儒
学
・
詩
文
教
養
に
立
脚
す
る
科
挙
官
僚
た
ち
が
あ
ぴ
せ
る
批
判
・
罵
倒
の
雷
同
は
「
血
球
倣
の
臣
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
「
大
学
」
成
立
の
時
代
と
、
再
び
脚
光
を
あ
び
る
韓
愈
の
時
代
は
重
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
そ
れ
を
王
安
石
新
法
に
対
す
る
最
強
的
批
判
者
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
司
馬
光
に
も
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
【
切
。
宋
学
の
根
本
理
念
を
提
供
し
た
「
大
学
」
の
登
場
に
は
か
く
の
如
き
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
根
強
い
専
門
的
・
実
務
的
能
力
を
排
除
す
る
教
養
主
A
均
》
義
、
道
徳
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
吏
士
合
一
を
策
し
た
王
安
石
は
や
は
り
時
代
に
は
る
か
に
先
ん
じ
た
存
在
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
三
浦
国
雄
氏
の
一
盲
う
如
く
、
博
学
に
し
て
豊
か
な
詩
文
の
オ
を
有
し
、
「
迂
閲
」
と
さ
れ
た
王
安
石
は
、
い
ち
ず
な
理
想
主
義
を
も
ち
、
円
本
気
で
『
周
礼
』
を
現
実
化
し
よ
う
と
し
向
い
の
で
あ
ろ
う
。
現
行
本
は
地
官
と
夏
官
を
欠
く
が
、
そ
れ
で
も
強
い
均
の
理
念
が
窺
わ
れ
る
彼
の
『
周
宮
新
義
』
は
固
定
的
教
科
書
と
な
り
、
『
周
礼
』
は
改
め
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
そ
の
『
周
礼
』
に
依
拠
し
た
と
言
わ
れ
る
諸
政
策
に
昔
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
均
の
理
念
に
関
る
均
輸
法
に
つ
い
て
だ
け
触
れ
て
お
く
。
そ
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
熊
本
崇
氏
の
研
詞
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
『
文
献
通
考
』
巻
二
O
市
雑
一
に
見
ら
れ
る
、
「
均
輸
」
を
「
買
賎
売
賞
」
と
解
し
た
李
常
に
対
し
、
そ
れ
は
「
平
準
」
で
あ
り
、
「
均
輸
」
と
は
「
馬
貢
の
納
粟
、
納
税
」
だ
と
し
た
神
宗
・
王
安
石
町
解
釈
を
問
題
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
神
宗
・
王
安
石
は
「
均
輸
」
を
主
観
的
に
は
「
馬
貢
」
に
見
ら
れ
る
地
域
的
分
割
の
均
に
対
応
し
た
租
税
の
輸
納
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
事
実
上
は
桑
弘
羊
の
均
輸
に
お
い
て
行
わ
れ
、
劉
曇
の
財
政
策
で
巧
み
に
実
施
さ
れ
た
、
地
域
聞
の
価
格
差
・
物
資
の
不
均
を
調
整
し
、
商
人
の
利
を
奪
う
政
策
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
建
前
の
均
と
実
質
の
均
の
差
と
い
う
よ
り
は
、
貨
幣
経
済
と
い
う
現
実
を
冷
静
に
見
つ
つ
、
復
古
l
建
前
の
均
に
徹
底
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
実
質
の
均
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
王
安
石
新
法
の
一
側
面
を
示
す
も
の
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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王
安
石
新
法
以
後
円
党
争
的
中
で
、
『
周
礼
』
は
経
の
地
位
を
失
う
こ
と
が
な
い
も
の
の
多
く
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
絶
対
的
に
信
奉
さ
れ
て
き
た
「
周
公
制
定
の
理
想
的
周
制
」
は
動
揺
す
る
。
中
世
に
お
い
て
は
、
国
家
教
学
の
中
心
を
な
す
『
周
礼
』
的
枠
組
町
中
で
、
個
人
は
仏
教
・
道
教
に
向
い
、
む
し
ろ
両
教
の
方
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
韓
愈
の
儒
学
尊
重
の
あ
と
を
う
け
、
こ
の
個
人
的
宗
教
的
側
面
ま
で
取
り
入
れ
た
朱
子
に
お
い
て
は
、
『
周
札
』
よ
り
も
む
し
ろ
『
儀
礼
』
が
先
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
朱
子
は
、
『
周
札
』
は
周
公
の
遺
典
で
は
あ
っ
て
も
編
修
官
の
類
が
作
り
、
し
か
も
行
用
き
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
戸
旬
、
程
伊
川
町
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
そ
の
越
」
を
記
録
し
た
も
の
に
な
っ
)
た
の
で
あ
る
。
現
実
改
革
的
理
念
を
提
供
す
る
パ
ワ
l
は
確
実
に
低
回
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
正
に
「
必
ず
せ
ん
し
と
し
た
時
代
は
終
っ
た
仙
の
で
あ
る
。
翻
っ
て
考
、
え
る
に
、
全
く
実
質
を
失
い
つ
つ
も
唐
の
律
閣
令
官
制
・
封
爵
制
は
名
を
残
し
続
け
、
元
山
E
五
年
(
一
O
八
一
ニ
)
に
叫
は
再
ぴ
2
ハ
典
』
の
如
き
官
制
を
復
活
す
る
。
ま
た
科
挙
が
全
盛
と
酌
な
っ
た
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
は
る
か
に
恩
蔭
出
身
者
の
方
が
多
く
、
同
恩
蔭
は
科
挙
官
僚
貴
族
に
も
下
級
官
僚
に
も
支
配
階
層
と
し
て
の
地
括
白
隠
》
5
位
保
持
に
大
き
な
役
割
を
呆
し
て
い
わ
。
更
に
歴
代
に
比
し
て
も
多
可
fー
い
郊
杷
の
際
の
賞
賜
な
ど
莫
大
な
官
僚
へ
の
財
政
支
出
は
、
曾
我
部
静
雄
氏
が
述
べ
る
如
く
「
宋
代
天
子
の
恩
恵
は
、
被
治
者
階
級
た
る
民
よ
り
搾
取
し
て
、
そ
れ
を
臣
と
称
す
る
治
者
階
級
に
与
へ
国
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
支
配
階
級
の
代
表
と
も
い
え
る
司
馬
光
が
、
『
周
礼
』
の
構
想
と
ほ
ぼ
同
じ
身
分
制
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
理
想
と
し
て
い
た
(
「
潜
μ
惇
体
図
)
。
ま
た
土
中
洛
陽
が
副
都
の
一
つ
と
し
て
西
都
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
宋
が
前
代
的
身
分
制
や
諸
々
の
理
念
を
形
の
上
で
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
。
四
番
を
重
ん
ず
る
朱
子
学
が
国
教
と
さ
れ
、
洛
陽
が
一
地
方
都
市
に
転
落
し
た
次
代
の
、
蒙
古
・
色
目
・
漠
人
・
南
人
的
身
分
制
と
「
儒
戸
」
を
設
定
し
旧
来
の
秩
序
を
全
く
無
視
し
た
元
、
宰
相
を
廃
止
し
て
完
全
な
君
主
独
裁
体
制
と
な
っ
た
明
に
比
べ
る
な
ら
ば
、
宋
は
形
式
的
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
私
の
考
え
る
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
は
宋
を
以
っ
て
終
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
唐
末
的
「
天
補
骨
平
大
将
再
一
以
降
町
農
民
反
乱
の
均
の
理
念
に
つ
い
て
述
べ
本
稿
を
終
え
た
い
。
こ
れ
は
、
財
産
対
応
の
均
税
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
た
時
代
に
、
古
来
常
に
支
配
者
側
の
収
奪
の
仮
面
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
均
を
逆
手
に
と
り
、
均
産
的
平
均
主
義
を
標
携
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
際
、
唐
代
前
期
t
E
 
の
民
間
詩
人
王
党
志
の
詩
に
見
ら
れ
る
均
の
理
念
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
支
配
階
層
の
理
念
そ
の
ま
ま
に
税
役
等
の
「
均
平
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
歌
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
を
受
容
し
た
素
朴
な
民
衆
は
そ
の
仮
面
を
剥
ぎ
、
ラ
ジ
カ
ル
な
転
換
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川
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
逆
に
支
配
階
層
に
一
定
の
イ
l
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
多
く
の
言
及
す
べ
き
問
題
を
残
し
な
が
凶
私
の
現
在
の
構
想
を
概
述
し
て
み
た
。
政
治
思
想
の
面
で
若
干
の
寄
与
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
唐
宋
史
に
不
案
内
向
者
で
あ
n
、
本
稿
が
こ
の
時
期
的
思
想
史
上
の
問
題
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
所
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
八
月
三
O
日
稿
主(1
)
『
周
礼
』
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
宇
野
梢
一
二
九
四
九
年
)
を
特
に
参
照
し
た
。
(
2
)
骨
我
部
「
均
団
法
町
名
称
と
実
態
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
六
三
一
九
六
七
年
J
(
3
)
宇
野
粉
一
前
掲
著
者
三
三
四
頁
以
下
参
問
。
(
4
)
宇
野
柏
一
前
掲
著
書
第
四
章
審
問
。
(
5
)
天
官
大
宰
の
「
九
賦
」
を
、
邸
玄
は
後
慌
の
現
実
に
引
き
つ
け
て
銭
納
人
頭
税
と
解
し
、
ま
た
天
官
外
府
町
「
邦
布
之
入
出
」
の
「
布
L
F千
銭
と
解
し
て
い
る
が
、
邸
玄
の
主
張
に
も
拘
ら
ず
、
銭
よ
り
は
む
し
ろ
現
物
を
指
L
、
と
り
わ
け
よ
♂
は
布
吊
と
解
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
米
殺
と
布
市
が
『
周
札
』
に
お
け
る
主
要
な
財
物
と
な
り
、
そ
れ
に
諸
々
の
貢
物
と
、
官
府
内
百
工
製
作
の
器
物
衣
服
等
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
(
6
)
加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
・
挑
晋
筒
』
(
一
九
六
四
年
)
第
二
章
第
三
節
第
二
項
、
及
び
狩
野
直
耳
目
『
銚
孟
同
学
術
考
』
(
一
九
六
八
年
)
参
照
。
(
7
)
『
統
漢
書
』
捺
配
志
下
社
稜
最
注
。
『
中
国
古
典
学
的
展
開
』
(
8
)
『
三
国
志
』
巻
一
武
帝
紀
注
引
『
説
書
』
。
(
9
)
同
右
建
安
二
三
年
六
月
町
令
。
(
叩
)
同
右
往
安
九
年
条
注
引
『
説
書
』
蹴
公
令
。
(
日
)
宮
崎
市
定
『
九
回
開
官
人
法
的
研
究
』
(
一
九
五
六
年
)
九
七
頁
。
(
胞
)
『
三
国
志
』
荘
一
回
董
昭
伝
。
(
日
)
上
回
「
中
国
内
歴
史
的
都
市
」
ω
「
都
市
建
設
の
理
念
」
凶
「
歴
代
国
都
内
諸
相
」
(
『
講
座
考
古
地
理
学
三
、
歴
史
的
都
市
』
一
九
八
五
年
)
。
(
は
)
宮
崎
市
定
前
掲
著
書
九
二
頁
以
下
。
(
日
)
宮
川
『
六
朝
史
研
究
政
治
・
社
会
筋
』
(
一
九
五
六
年
)
二
六
七
頁
。
(
凶
)
守
屋
美
都
雄
「
曹
貌
爵
制
に
関
す
る
二
三
円
考
察
」
(
『
中
国
古
代
町
家
族
と
国
家
』
一
九
六
八
年
)
。
(
げ
)
コ
ニ
国
志
』
者
一
二
鮒
助
伝
。
(
日
)
吉
川
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
(
一
九
八
四
年
こ
三
頁
、
及
び
「
思
想
史
川
|
|
貌
晋
i
陪
唐
I
l
L
(
『
ア
ジ
ア
歴
史
研
究
入
門
』
三
、
一
九
八
三
年)。
(
叩
)
宮
崎
市
定
前
掲
著
書
参
照
.
(
鈎
)
『
晋
書
』
幸
三
O
刑
法
志
。
(
但
)
骨
我
部
前
掲
論
文
。
{
辺
)
拙
稿
「
中
国
古
代
中
世
の
老
人
優
遇
策
|
|
主
杖
十
聞
と
侍
丁
|
l
」
(
『
東
北
大
学
教
義
部
紀
要
』
四
一
の
I
、
一
九
八
四
年
)
。
(
お
)
辺
白
書
』
巻
五
0
時
間
純
伝
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
侍
養
の
問
題
に
閑
っ
て
円
詔
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
的
「
典
礼
」
は
『
礼
記
』
で
あ
る
が
、
晋
制
は
聖
人
の
札
制
を
順
守
す
る
の
だ
と
い
う
よ
う
に
読
み
こ
め
ば
、
「
礼
町
経
」
た
る
『
周
礼
』
が
増
量
さ
れ
た
こ
と
は
理
的
当
映
と
な
ろ
う
。
(μ)
こ
の
占
田
・
課
田
制
、
及
び
均
田
制
に
つ
い
て
は
文
献
目
録
を
備
え
た
堀
敏
一
『
均
出
制
的
研
究
』
(
一
九
七
五
年
)
参
照
。
(
お
)
謀
に
つ
い
て
は
西
村
一
冗
佑
氏
が
両
泌
貌
晋
の
用
例
を
検
討
し
、
「
一
18 
田)
用
言
と
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
制
当
・
強
制
・
督
励
・
評
価
町
意
味
を
も
っ
、
二
、
体
言
と
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
右
円
動
作
の
施
さ
れ
た
結
換
や
成
縮
、
お
よ
び
そ
の
成
制
に
期
待
さ
れ
る
一
定
的
規
準
、
ま
た
は
訓
当
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
」
と
要
約
し
た
(
西
村
『
中
国
経
済
史
研
究
』
一
九
六
八
年
、
二
二
八
頁
)
。
こ
れ
に
楽
1
普
代
的
事
例
を
検
討
し
て
得
た
私
な
り
町
見
解
を
加
え
て
お
く
。
新
出
出
世
待
中
に
課
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
定
的
ノ
ル
マ
、
及
U
そ
の
ノ
ル
マ
達
成
円
強
制
・
命
令
を
意
味
し
て
お
り
、
議
泌
時
代
、
課
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
法
律
用
語
・
官
庁
用
語
と
し
て
広
〈
用
い
ら
れ
た
。
勧
梨
県
桑
も
桑
樹
数
な
ど
一
定
の
ノ
ル
マ
を
明
示
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
国
家
町
民
に
対
す
る
最
大
の
諜
は
税
役
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
錦
晋
少
な
く
と
も
晋
代
以
降
(
西
村
氏
は
説
田
制
以
後
と
す
る
)
、
「
課
輸
」
(
『
晋
書
』
巷
七
O
劉
超
伝
)
の
如
く
と
り
わ
け
税
同
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
附
唐
時
代
的
「
謀
役
」
に
つ
い
て
は
、
そ
円
多
〈
の
事
例
に
つ
い
て
、
租
調
と
役
と
す
る
通
説
に
従
う
。
『
附
書
』
巻
七
五
倫
林
伝
王
孝
籍
伝
に
「
在
省
多
年
、
而
不
免
輸
税
。
・
奏
記
於
吏
部
尚
A
H
M
牛
弘
目
、
・
・
夫
以
一
介
貴
人
、
七
年
直
省
、
謀
役
不
免
、
鹿
賀
不
話
。
.
-
而
党
不
得
調
口
と
あ
り
、
彼
は
平
民
的
身
分
で
秘
書
省
に
直
し
た
た
め
(
当
然
手
当
は
支
給
さ
れ
た
が
て
役
は
免
ぜ
句
れ
て
む
ニ
右
の
租
と
紹
二
丈
・
制
三
町
内
剖
聞
は
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
牛
弘
に
そ
の
捌
状
を
訴
え
て
官
人
が
与
え
ら
れ
る
課
役
免
除
町
特
権
を
求
的
た
、
つ
ま
り
任
官
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
(
お
)
『
晋
詐
』
巷
四
六
李
量
伝
。
(
幻
)
拙
稿
「
拠
代
の
公
団
l
l
経
営
形
態
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
集
刊
束
洋
学
』
二
五
、
一
九
七
一
年
)
注
三
四
。
(
お
)
こ
の
理
解
に
近
い
最
近
町
中
国
的
研
究
と
し
て
尚
敏
「
関
千
百
晋
占
国
制
師
団
制
的
幾
個
問
題
し
(
『
正
史
研
究
』
一
九
八
三
l
一
ニ
)
を
挙
げ
て
お
く
。
氏
は
課
固
に
よ
り
自
作
小
股
は
国
家
町
農
奴
に
な
っ
て
ゆ
く
と
す
る
。
177均的迎念の展開(山
(
ぬ
)
吉
田
虎
雄
『
銚
晋
南
北
朝
租
税
円
研
究
』
(
一
九
四
三
年
)
二
八
九
頁
。
(
初
)
『
晋
普
』
巻
=
二
李
雄
載
記
。
(
出
)
宮
崎
「
唐
代
賦
役
制
度
新
宅
」
(
『
宮
崎
市
定
ア
ジ
ア
史
論
考
』
中
、
一
九
七
六
年
)
。
(
犯
)
な
お
「
戸
調
之
式
」
町
辺
郡
三
分
の
こ
な
ど
の
税
輸
納
町
制
は
、
2向
書
』
再
質
問
五
服
、
『
周
礼
』
円
九
服
、
即
ち
地
域
的
分
割
円
均
を
強
〈
意
識
し
た
制
度
で
あ
る
。
(
お
)
『
晋
書
』
巻
四
七
博
玄
伝
。
(
担
)
『
太
平
御
慌
』
巻
七
五
六
引
『
晋
A
V
ヘ
(
お
)
注
お
博
玄
伝
町
「
百
工
商
買
」
な
ど
。
(
国
)
浜
口
霊
園
『
唐
王
朝
の
賎
人
制
度
』
(
一
九
六
六
年
)
四
八
八
頁
。
(
幻
)
浜
口
霊
園
「
貌
晋
南
籾
の
兵
戸
制
皮
肉
研
究
」
(
『
恭
泌
附
唐
史
の
研
究
』
上
、
一
九
六
六
年
)
。
(
お
)
『
太
平
御
覧
』
巻
六
O
六
引
『
晋
A
J
。
(
ぬ
)
『
晋
書
』
者
四
六
李
重
伝
。
(
叫
)
同
右
巻
八
O
王
義
之
伝
。
(
引
)
『
梁
書
』
巻
三
武
帝
紀
下
、
普
通
=
一
年
八
月
。
(
位
)
『
周
札
』
秋
官
司
腐
の
郎
衆
と
邸
玄
の
注
。
(
時
)
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
的
研
究
』
一
五
頁
。
(
叫
)
晋
同
封
建
等
級
に
つ
い
て
は
宮
崎
市
定
右
著
書
一
七
二
頁
参
照
。
(
時
)
『
宋
沓
』
巻
五
八
謝
弘
微
伝
で
、
県
侯
が
国
官
を
事
実
上
世
襲
し
て
い
る
例
が
見
り
れ
る
。
(
胡
)
笹
川
「
束
ア
ジ
ア
世
界
形
成
期
的
史
的
構
造
|
|
冊
封
体
制
を
中
心
と
し
て
1
1
1」
(
唐
代
史
研
究
会
司
防
唐
帝
国
と
束
ア
ジ
ア
世
界
』
一
九
七
九
年)。
(
訂
)
『
晋
書
』
巻
一
二
七
慕
容
徳
紙
記
。
(
時
)
『
宋
書
』
巻
五
六
孔
琳
之
伝
、
同
巻
五
七
務
耶
伝
。
19 
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(
拍
)
『
文
物
』
一
九
八
三
年
一
期
、
二
二
頁
。
(
印
)
『
晋
書
』
巻
九
六
列
古
伝
本
逗
母
宋
氏
伝
。
(
日
)
時
代
は
隔
た
る
が
、
寺
田
隆
信
氏
が
紹
介
し
た
明
の
林
希
元
町
例
(
「
林
希
元
町
『
家
訓
』
に
つ
い
て
」
金
谷
治
制
『
中
国
に
お
け
る
人
間
性
的
探
究
』
一
九
八
三
年
)
、
即
ち
理
念
的
に
は
儒
教
の
徒
で
あ
り
、
同
時
に
政
府
内
施
策
を
無
視
す
る
郷
紳
で
も
あ
る
と
い
う
よ
う
な
二
面
性
は
、
こ
の
時
代
的
貴
族
に
も
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
(
臼
)
『
南
斉
書
』
巻
五
七
娩
瑚
伝
。
(
日
)
古
川
忠
夫
前
掲
著
書
三
三
八
頁
。
(
日
)
『
説
書
』
巻
一
一
O
宜
貨
志
。
(
日
)
同
右
巻
一
一
三
官
氏
志
。
(
白
山
)
な
お
『
説
書
』
宜
貨
志
向
「
均
輸
」
は
均
額
の
租
税
の
納
入
の
意
味
で
こ
の
場
合
は
均
額
的
調
の
納
入
を
指
す
。
ま
た
司
旧
居
書
』
巻
四
三
職
官
志
二
戸
部
内
「
均
輸
」
は
貢
賦
円
納
入
、
即
ち
地
域
的
分
割
の
均
に
応
じ
た
そ
の
納
入
を
指
す
か
、
或
い
は
均
賦
の
納
入
を
指
す
。
『
附
註
』
巻
二
四
宜
貨
志
向
車
晋
南
朝
の
「
均
輸
」
は
一
定
的
率
的
税
を
一
律
に
納
入
す
る
こ
と
を
指
す
。
(
貯
)
宇
野
前
掲
著
書
三
三
四
頁
以
下
。
富
田
「
西
貌
・
北
閣
の
制
度
に
閑
す
る
一
考
察
l
l
特
に
『
周
礼
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
|
i」
(
『
史
朋
』
一
二
、
一
九
八
O
年
)
。
ま
た
六
官
制
採
用
的
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
は
谷
川
道
雄
『
附
唐
帝
国
形
成
史
論
』
(
一
九
七
一
年
)
三
三
二
頁
以
下
参
照
。
(
臼
)
谷
川
道
雄
『
中
国
中
世
社
会
と
共
同
体
』
(
一
九
七
六
年
)
二
四
三
頁
以
下
審
問
。
(
印
)
長
安
・
格
陽
両
地
区
を
細
長
〈
東
西
に
つ
な
げ
て
封
畿
と
す
る
考
え
方
は
『
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
に
見
え
る
。
こ
の
影
響
も
あ
勺
た
で
あ
ろ
、
-
(
印
)
『
陪
書
』
巻
四
一
高
頴
伝
。
(
日
)
同
右
巻
六
六
房
彦
謙
伝
。
(
臼
)
曾
我
部
前
掲
論
文
。
(
臼
)
『
唐
陸
宣
公
翰
苑
集
』
題
一
一
二
「
均
節
賦
税
岨
百
姓
六
傑
」
町
一
。
(
臼
)
宋
王
昭
馬
『
周
札
詳
解
』
巻
首
「
周
札
互
控
総
括
」
引
.
(
侃
)
『
説
書
』
巻
五
三
李
安
世
伝
。
(
印
)
『
唐
金
要
』
巻
八
三
租
税
上
、
『
賢
治
通
鑓
』
巷
一
九
O
等。
(
問
山
)
『
旧
唐
番
』
巻
一
一
八
楊
史
伝
。
(
団
)
『
新
唐
書
』
巻
五
八
芸
文
志
二
、
職
官
類
。
(
印
)
池
田
温
「
大
唐
開
元
札
解
説
」
(
古
典
祈
究
会
『
大
唐
開
元
札
』
一
九
七
二
年
)
。
(
河
)
内
藤
『
中
国
法
制
史
考
讃
』
(
一
九
六
三
年
)
七
三
宜
。
(η)
日
野
開
三
郎
『
東
洋
史
学
論
袋
、
四
、
唐
代
両
税
法
の
研
究
本
節
』
こ
九
八
二
年
)
参
問
。
(η)
船
越
泰
次
「
唐
代
間
税
法
に
お
け
る
糾
斗
の
徴
科
と
両
税
銭
円
折
雑
・
折
納
問
題
|
l
i
両
税
法
町
課
税
体
系
に
閑
迎
し
て
l
l
」
(
『
束
洋
史
研
究
』
三
一
l
四
、
一
九
七
三
年
)
。
(
符
)
注
回
参
照
。
(
叫
)
「
均
輸
」
も
『
冊
府
一
四
危
』
巻
四
八
八
邦
計
部
賦
税
二
、
穆
宗
長
鹿
元
年
七
月
町
条
に
見
ら
れ
る
如
〈
、
財
産
・
土
地
に
対
応
し
た
均
に
よ
る
税
の
納
入
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
均
税
法
的
展
開
に
つ
い
て
は
周
藤
吉
之
『
中
国
土
地
制
度
史
研
究
』
(
一
九
五
四
年
)
第
九
・
一
O
章
参
照
。
(
万
)
武
内
義
雄
『
全
集
』
三
巻
二
九
七
九
年
)
一
三
O
頁
以
下
。
(
河
)
同
右
。
(
円
)
虚
「
唐
代
財
経
専
決
み
ι
分
析
|
|
兼
論
唐
代
士
大
夫
的
階
級
意
識
与
理
財
観
念
」
(
『
中
央
研
究
院
歴
史
詩
言
研
究
所
集
刊
』
五
四
回
、
一
九
八
三
年)。
(
河
)
『
新
唐
書
』
の
欧
陽
情
撰
と
さ
れ
る
食
貨
志
一
円
序
で
「
大
学
」
を
引
20 
回)
き
「
来
敏
之
毘
」
を
批
判
し
て
い
る
の
も
同
様
の
精
神
で
あ
る
。
(
河
)
宮
崎
市
定
「
王
安
石
町
吏
土
台
一
策
」
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
、
五
七
年
)
。
(
剖
)
三
浦
『
主
安
石
』
(
一
九
八
五
年
)
。
(
剖
)
熊
本
「
均
輸
法
試
論
l
l
L
時
向
略
伝
」
補
遺
|
|
」
(
司
東
方
学
』
六
九
、
一
九
八
五
年
)
。
(
位
)
『
朱
子
垣
間
類
』
巻
八
六
、
礼
三
、
周
礼
総
論
。
(
部
)
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』
(
一
九
八
五
年
)
第
五
章
。
(
剖
)
曾
我
部
『
宋
代
財
政
史
』
(
一
九
六
六
年
再
版
)
七
三
頁
。
(
お
)
宋
家
鉱
「
関
子
唐
末
農
民
起
義
領
袖
司
天
補
均
平
』
称
号
研
究
中
的
幾
個
問
題
」
(
『
中
国
農
民
戦
争
史
論
議
』
一
輯
、
一
九
七
九
年
)
な
ど
.
(
剖
)
張
錫
厚
『
玉
光
志
詩
校
輯
』
(
一
九
八
三
年
)
三
五
八
頁
参
照
。
(
町
)
本
稿
に
お
い
て
実
質
的
「
『
周
礼
』
町
時
代
」
に
比
べ
て
形
式
的
「
『
周
礼
』
の
時
代
」
の
叙
述
が
簡
略
に
な
っ
た
の
は
、
前
者
向
論
述
内
恨
拠
を
明
示
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
た
た
め
と
、
後
者
を
十
分
に
論
ず
る
だ
け
の
時
間
的
・
ス
ペ
ー
ス
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
学
聞
に
徹
底
し
た
、
周
代
封
建
制
末
期
的
孔
子
が
古
代
町
理
想
を
、
古
代
末
期
的
邸
玄
が
中
世
の
理
想
を
、
中
世
末
期
的
朱
子
が
近
世
の
理
想
を
そ
れ
ぞ
れ
開
示
し
た
の
で
は
、
と
い
う
「
僻
説
」
を
も
っ
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
は
残
し
た
多
〈
の
問
題
と
と
も
に
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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